生きている高梁川
高梁川（たかはしがわ）は岡山県西部（流域自治体は新見市、高梁市、総社市、倉敷市）を流れる一級河川で、吉井川、旭川と並ぶ岡山三大河川の一つである。流域は主に石灰岩質のカルスト台地を貫通し、河川の浸食によって生成された鍾乳洞や渓谷に富み、地域特有の植物分布に富む。

　　　水系　　　一級河川高梁川

　　　延長　　　111ｋｍ

　　　水源　　　花見山1，188ｍ（岡山県）

　　　河口　　　水島灘（岡山県）

最近、水環境を総合的に評価する指標である〔水環境健全性指標〕の検討も進められていますが、子供の頃遊んだ、高梁川への愛着だけでは成し得ない、もう一歩踏み込んで考えて見たいと思った結果、私のフィールドワークは少しずつ前進しようと努力を試みました。私を導いてくれた書物に出会えたこと等によって私は自分の夢を続けられたのかも知れません。水処理の技術と環境論理に基いて水環境科学を目視で判断、探ろうとしたのですが、高梁川だけではなく、わが国の一般の河川にも通じると思います。

高梁川の水の色は厳密に言えば日々異なります。例えば、春、鶯の鳴き声が聞こえる頃は、高梁川の水の色も鶯色に染まります。

高梁川は幾年代を経て、時代とともにさまざまな変化を受けつつも、いつまでも楚々とした一級河川であって欲しいと念じています。

日常の散歩、分析データなし、目視で判断、考察し、適切なきれいな水かどうか？を見分けるには
1. 河川環境を見て瀬が十分にあり酸素を十分に含んでいる
2. 瀬と淵が適宜にある
3. 川底まで見透せる
4. 周囲の地域産業と何らかの形で関連がある

5. 周囲の歴史、文化に関連している
6. 廃棄物、ゴミ等がない
7. 臭いが清浄である

8. 周囲の自然との調和がとれている

ウグイスの川渡り（平成19年6月1日）

　何かの調子で河川の環境も異なり、不適切な環境になることもあり得ますが、長年培って来た歴史と文化（技術も含めて）があれば、それを超えて河川はとうとうと流れていくことも出来るのです。

	このたび、本を出版していますので御報告申し上げます。
　　　　書籍名　「生きている　高梁川」　　　　
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高梁川水系
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ハーバーブリッジ付近　　　　　　　　　　　　　高梁川の清流；高梁市街地を流れる清流
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ハーバーブリッジ上から；堤の向う側は高梁川河口　いぶきスキー場；スキー場は人口降雪、

山の頂は天然の雪です。
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高梁川源流付近；　　　　　　　　　一ノ口水門；約300年前、高瀬舟を玉島港まで通した水門。

閘門式として我国最古に属する。
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湛井堰；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮止堤防；この上流で水島コンビナートの

工業用水を取水している。
